
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

目
付
近
に
は
互
い
の
荷
物
を
引

き
渡
す
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
台

車
で
ス
ム
ー
ズ
に
荷
物
を
や
り

と
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や

す
く
、
拠
点
間
の
横
持
ち
を
必

要
と
し
な
い
隣
り
合
わ
せ
の
利

点
を
生
か
せ
る
。

境
目
で
引
き
渡

し
ス
ム
ー
ズ
に

さ
ら
に
２
階
に
開
設
し
た
ト

ナ
ミ
の
横
浜
流
通
セ
ン
タ
ー
が

扱
う
保
管
・
在
庫
管
理
と
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
集
荷
す
る
こ
と

な
く
２
社
の
支
店
か
ら
直
接
発

送
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

共
同
施
設
の
開
設
に
併
せ
、

２
社
の
近
隣
支
店
が
手
掛
け
る

川
崎
市
な
ど
他
の
配
達
エ
リ
ア

も
見
直
し
た
。
例
え
ば
、
川
崎

区
を
除
く
川
崎
市
６
区
と
横
浜

市
の
青
葉
・
都
筑
区
は
ト
ナ
ミ

川
崎
支
店
、
横
浜
市
の
港
北
・

緑
区
は
Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
港
北
支
店
、

横
浜
市
の
旭
・
戸
塚
・
泉
区
は

Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
戸
塚
支
店
が
配
達
を

担
当
。
将
来
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け

た
協
業
が
進
み
始
め
て
い
る
。

(

水
谷

周
平)

浜
市
の
南
・
保
土
ケ
谷
・
港
南

・
栄
区
と
横
須
賀
・
逗
子
・
三

浦
市
、
葉
山
町
、
Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
横

浜
支
店
は
横
浜
市
西
・
磯
子

区
、
鎌
倉
市
の
配
達
を
担
当
＝

表
。
広
い
エ
リ
ア
の
配
達
を
１

社
で
担
う
よ
り
も
、
分
担
し
て

狭
い
エ
リ
ア
で
２
社
分
の
貨
物

を
ま
と
め
て
配
達
す
れ
ば
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
を
短
縮

で
き
、
同
一
納
品
先
へ
２
社
の

貨
物
を
一
度
に
届
け
る
こ
と
で

配
達
効
率
も

高
ま
る
。

２
社
が
同

居
す
る
１
階

は
片
面
30
台

の
バ
ー
ス
が

あ
り
、
そ
の

う
ち
ト
ナ
ミ

横
浜
支
店
が

14
台
分
、
Ｊ

Ｐ
ロ
ジ
横
浜

支
店
が
13
台

分
を
使
用
。

２
社
の
荷
さ

ば
き
場
の
境

が
る
取
り
組
み
だ
。

新
横
浜
事
業
所
は
、
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
内
の
シ
ナ
ジ
ー
創

出
を
目
指
し
た
拠
点
共
同
化
の

第
１
弾
。
１
階
に
は
ト
ナ
ミ
の

横
浜
支
店
（
旧
・
横
浜
営
業

所
）
と
Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
の
横
浜
支
店

が
同
居
し
、
本
格
的
に
協
業
を

進
め
る
態
勢
を
整
え
た
。

共
同
配
達
エ
リ
ア
は
２
社
の

既
存
取
扱
量
を
考
慮
し
て
振
り

分
け
、
ト
ナ
ミ
横
浜
支
店
は
横

ト
ナ
ミ
運
輸
（
本
社
・
富
山

県
高
岡
市
、
髙
田
一
哉
社
長
）

と
Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
同

・
東
京
、
安
達
章
社
長
）
は
６

月
か
ら
、
神
奈
川
県
東
部
エ
リ

ア
で
共
同
配
達
を
展
開
し
て
い

る
。
横
浜
市
金
沢
区
の
共
同
物

流
施
設
「
新
横
浜
事
業
所
」
開

設
を
機
に
、
従
来
の
配
達
エ
リ

ア
を
見
直
し
２
社
で
分
担
。
集

配
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
短
や
配
達

効
率
の
向
上
が
図
れ
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
に
も
つ
な

神奈川東部で共同配達

持続可能な輸配送目指し

ト
ナ
ミ
運
輸

Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

長
。
発
電
さ
れ
た
電
力
に
は

二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
を
示

す
「
環
境
価
値
」
が
付
加
さ

れ
る
。
発
電
量
や
消
費
量
は

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
の
管
理

で
数
値
化
さ
れ
、
改
正
省
エ

ネ
法
へ
の
対
応
で
必
要
な
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
状

況
の
定
期
報
告
に
も
活
用
で

き
る
。

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
通
じ
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
目
的
の

Ｐ
Ｐ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
。
濃
飛
倉

庫
運
輸
は
「
こ
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
今
後
も
環
境
負
荷

低
減
と
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
」
と
す
る
。

同
社
は
、
施
設
の
省
エ
ネ

対
策
と
し
て
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
化
を

進
め
、
施
設
か
ら
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
ほ
ぼ
半
減
さ

せ
る
効
果
を
出
し
て
き
た
。

今
後
の
展
開
と
し
て
、
髙
橋

部
長
は
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
サ
ー
ビ
ス

の
水
平
展
開
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

を
踏
ま
え
た
太
陽
光
発
電
設

備
と
蓄
電
池
の
併
用
も
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

(

水
谷

周
平)

時
の
電
力
を
同
セ
ン
タ
ー
で

活
用
。
余
剰
電
力
の
う
ち
49

万
３
０
６
㌔
㍗
時
を
電
力
託

送
制
度
で
、
本
社
が
入
居
す

る
濃
飛
ビ
ル
と
隣
接
の
濃
飛

ニ
ッ
セ
イ
ビ
ル
で
使
う
電
力

の
一
部
と
し
て
供
給
す
る
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
削
減
量
は
年
間
２

８
８
㌧
の
見
込
み
だ
。

改
正
省
エ
ネ
法

対
応
に
も
有
用

「
大
垣
総
合
物
流
セ
ン
タ

ー
で
消
費
し
切
れ
な
い
電
力

を
活
用
し
、
自
社
保
有
の
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル
で
も
省
エ
ネ
効

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
大
き

い
」
と
高
橋
卓
也
不
動
産
部

に
供
給
。
太
陽
光
で
二
酸
化

炭
素
を
排
出
せ
ず
に
発
電
し

た
電
力
を
有
効
利
用
す
る
。

自
社
施
設
の
省
エ
ネ
対
策

と
し
て
Ｐ
Ｐ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
検
討
す
る
中
、
中
部

電
力
ミ
ラ
イ
ズ
の
提
案
を
受

け
脱
炭
素
効
果
が
高
い
と
判

断
。
２
０
１
５
年
に
開
設

し
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
設

置
可
能
な
構
造
だ
っ
た
大
垣

総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
の
屋
根

上
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
で
の
総
発

電
量
70
万
１
２
１
０
㌔
㍗
時

の
う
ち
19
万
９
８
３
１
㌔
㍗

濃
飛
倉
庫
運
輸
（
本
社
・

岐
阜
市
尾
関
圭
司
社
長)

は

４
月
、
太
陽
光
発
電
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力
購
入
契

約)

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
大

垣
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
（
岐

阜
県
養
老
町
）
に
設
け
た
太

陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た
電

力
を
同
セ
ン
タ
ー
で
消
費

し
、
余
剰
電
力
を
岐
阜
市
内

の
自
社
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
２
棟

め
な
ど
陸
上
の
輸
送
障
害
の

影
響
を
受
け
に
く
い
安
定
性

も
強
み
だ
。
専
任
ド
ラ
イ
バ

ー
が
長
距
離
を
運
転
せ
ず
当

日
帰
宅
で
き
る
な
ど
、
労
働

環
境
改
善
に
も
貢
献
す
る
。

同
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

00
年
以
来
、
長
距
離
の
陸
送

を
海
上
輸
送
に
置
き
換
え
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応

と
環
境
負
荷
の
低
減
を
両
立

し
て
き
た
。
16
年
度
に
国
土

交
通
省
の
「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
等
推
進
事
業
」
の
認
定
を

受
け
、
当
時
32
台
だ
っ
た
車

両
を
順
次
増
強
し
、
輸
送
体

制
を
拡
充
。
昨
年
に
は
大
型

車
12
台
を
投
入
し
、
７
年
ぶ

り
の
大
幅
な
増
強
と
な
っ

た
。１

０
０
台
構
想
の
実
現
へ

鍵
を
握
る
の
が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
確
保
と
育
成
だ
。
専
任

ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
帰
り
運
行

が
可
能
な
こ
と
も
あ
り
、
轟

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
今
の
若

い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
求
め
る
働

き
方
に
合
っ
て
い
る
」
と
し

て
い
る
。
免
許
取
得
支
援
な

ど
未
経
験
者
の
育
成
体
制
も

整
え
、
増
車
と
並
行
し
て
人

材
へ
の
投
資
を
続
け
る
方
針

だ
。

(

藤
井

智
史)

た
車
両
で
集
配
を
行
う
。

車
両
は
４
台
１
組
を
基
本

と
し
、
フ
ェ
リ
ー
で
航
送
す

る
２
台
と
両
エ
リ
ア
で
稼
働

す
る
２
台
で
構
成
。
１
組
に

つ
き
２
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で

運
用
す
る
。
集
配
エ
リ
ア
は

両
拠
点
か
ら
２
時
間
半
圏
内

で
、
貨
物
は
建
材
や
食
料
品

な
ど
幅
広
く
扱
う
。

脱
炭
素
追
い
風

切
り
替
え
進
む

東
京
―
福
岡
間
の
輸
送
で

は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

陸
送
比
で
約
６
～
７
割
削
減

で
き
る
。
脱
炭
素
へ
の
対
応

を
進
め
る
荷
主
は
環
境
負
荷

軽
減
を
評
価
し
「
陸
送
か
ら

切
り
替
え
を
検
討
す
る
企
業

が
増
え
、
引
き
合
い
は
強

い
」
と
轟
浩
三
郎
幹
線
事
業

部
西
日
本
配
車
グ
ル
ー
プ
拠

点
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
話

す
。環

境
へ
の
配
慮
に
加
え
、

台
風
や
大
雨
に
よ
る
通
行
止

目
指
す
。
人
手
不
足
や
脱
炭

素
へ
の
対
応
を
背
景
に
、
高

ま
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
需
要

を
取
り
込
む
。

エ
コ
ロ
む
じ
ん
君
は
、
新

門
司
港
と
東
京
港
を
結
ぶ
オ

ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
フ
ェ

リ
ー
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
無

人
航
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
タ

ー
ミ
ナ
ル
に

隣
接
す
る
北

九

州

拠

点

（
同
）
と
東

京

港

拠

点

（
東
京
）
に

専
任
ド
ラ
イ

バ
ー
を
配
置

し
、
到
着
し

Ｎ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
ソ
ル
（
本
社

・
大
分
県
日
田
市
、
河
野
逸

郎
社
長
）
は
、
新
門
司
港

（
北
九
州
市
）
―
東
京
港
間

を
結
ぶ
無
人
航
送
サ
ー
ビ
ス

「
エ
コ
ロ
む
じ
ん
君
」
の
運

用
車
両
を
、
２
０
３
０
年
を

め
ど
に
現
在
の
60
台
か
ら
１

０
０
台
体
制
と
す
る
こ
と
を

無
人
航
送
30
年
に

台
へ

Ｍ
Ｓ
需
要
獲
得
へ
体
制
強
化

エコロむじん君

を拡大し、環境

負荷軽減を図る

ＰＰＡ導入し太陽光活用

余剰分は自社ビルに供給 濃
飛
倉
庫
運
輸

Ｎ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
ソ
ル

大垣総合物流センターの屋根

上に設置された太陽光パネル

法
、
燃
費
法
、
改
良
ト
ン
キ

ロ
法
、
船
や
航
空
機
は
従
来

ト
ン
キ
ロ
法
で
算
出
す
る
。

削
減
効
果
の
分

析
を
多
面
的
に

荷
主
は
輸
送
モ
ー
ド
、
運

送
日
、
排
出
量
の
多
い
エ
リ

ア
別
な
ど
、
多
面
的
に
削
減

効
果
を
確
認
で
き
る
の
も
特

徴
で
「
荷
主
が
当
社
と
連
携

し
や
す
い
よ
う
、
表
や
グ
ラ

フ
で
知
り
た
い
情
報
を
聞
き

取
り
、
要
望
に
合
う
分
析
資

料
を
提
供
し
て
い
る
」

（
同
）
。
デ
ー
タ
を
基
に
海

上
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
な
ど
を

提
案
し
、
Ｃ
Ｏ

２

削
減
に
成

功
し
た
事
例
も
創
出
し
た
。

福
島
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

「
昨
今
の
法
改
正
へ
の
対
応

も
環
境
負
荷
低
減
に
つ
な
が

る
」
と
話
す
。
今
春
全
面
施

行
さ
れ
た
改
正
物
流
効
率
化

法
は
、
物
量
の
多
い
荷
主
に

荷
待
ち
・
荷
役
削
減
や
積
載

効
率
向
上
を
義
務
付
け
た
。

三
井
倉
庫
Ｈ
Ｄ
は
相
談
を
受

け
た
荷
主
に
環
境
負
荷
低
減

の
観
点
か
ら
物
流
効
率
化
を

提
案
す
る
こ
と
で
、
荷
主
の

物
流
改
善
を
支
援
す
る
。

(

熊
田

安
那)

懸
念
が
、
サ
ス
テ
ナ
リ
ン
ク

の
活
用
を
後
押
し
し
た
。
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
共
同
輸
配

送
は
環
境
負
荷
低
減
に
も
つ

な
が
る
。
「
荷
主
の
関
心
も

高
い
」
（
西
田
龍
生
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
営
業
部
長
）
。

サ
ス
テ
ナ
リ
ン
ク
に
は
、

荷
主
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
輸
送
区
間
の
入
力
や
方
法

の
選
択
を
行
い
、
無
料
で
試

算
で
き
る
Ｍ
Ｓ

Ｃ
Ｏ

２

ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
、
デ
ー
タ
収
集
か

ら
計
算
、
改
善
提
案
ま
で
担

う
一
括
算
定
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
営

業
部
の
福
島
宏
幸
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
「
計
算
に
必
要
な
デ

ー
タ
は
膨
大
で
悩
む
荷
主
も

多
い
。
当
社
は
荷
主
が
保
有

す
る
出
荷
や
受
発
注
、
運
送

の
情
報
を
集
約
し
、
排
出
量

を
算
定
で
き
る
」
と
す
る
。

計
算
方
法
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
に
関
す
る
国
際
規
格
「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
８
３
」
に
準

拠
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
燃
料

運
用
を
開
始
し
て
４
年
経
過

し
た
。
結
果
を
基
に
輸
送
効

率
化
に
よ
る
環
境
対
策
や
輸

送
力
確
保
に
つ
な
が
る
改
善

を
提
案
し
、
顧
客
の
持
続
可

能
な
物
流
構
築
を
支
援
し
て

い
る
。

２
０
２
３
年
６

月
、
国
際
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準

審
議
会
が
ス
コ
ー

プ
３
（
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の

間
接
的
排
出
）
を

含
む
国
際
的
な
開

示
基
準
を
確
定

し
、
日
本
の
上
場

企
業
も
開
示
義
務

化
へ
の
対
応
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
気
候
変
動

対
策
へ
の
関
心
の

高
ま
り
と
コ
ロ
ナ

禍
の
輸
送
力
不
足

三
井
倉
庫
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
本
社
・
東
京
、
古
賀

博
文
社
長
）
が
国
内
外
の
輸

送
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ

２

）
を
可
視
化
す

る
「
サ
ス
テ
ナ
リ
ン
ク
」
の

持
続
可
能
な
物
流
を
提
案

排
出
量
可
視
化
ツ
ー
ル
で

サステナリンクによるＣＯ２排出量分析例

三
井
倉
庫
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

神奈川県東部での共同配達体制

トナミ

ＪＰロジ

引き続き
各自配達

担当エリア

【横浜支店】横浜市南・保土ケ谷・港南・
栄の４区、横須賀市逗子市
三浦市、葉山町

【川崎支店】川崎市幸・中原・高津・宮前
・多摩・麻生の６区、横浜市
都筑・青葉の２区

【横浜支店】横浜市西・磯子の２区、鎌倉
市

【港北支店】横浜市港北・緑の２区
【戸塚支店】横浜市戸塚・旭・泉の３区

川崎市川崎区、横浜市鶴見・神奈川・中・
金沢・瀬谷の５区、藤沢市

（第３種郵便物認可）（令和）（）（）


